
大
正
問
匁
六
月
二
守
-
日
第
三
積
田
健
物
耳
可

A

偏
見
-
回
-
目
曹
甘
」

fテ喜望号回一一月--辱E 二三十・第四 E召

新

特
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強

年

地
方
営
業
税
の
課
税
標
準

固
定
資
本
論
の
一
節

土
地
所
有
の
集
中
と
分
散

え
都
市
時
代
の
出
現
と
院
附
心
考
得

経
営
協
議
曾
劇
度
む
成
立

北
支
日
系
通
貨
に
就
て

ア
メ
リ
カ
経
済
の
登
蓮
と
通
貨
論
争

統
計
・
統
計
調
査
・
統
計
教
育
・
.

貿
易
と
生
産
・
消
費
と
の
闘
係
:
:

新
聞
民
主
義
と
閤
民
共
同
鰐

2寵

輔

載

-
t
u
世
間
単
博
士
榊
戸
正
雄

文
泉
博
士
高
田
保
馬

約
尚
早
川
開
会
八
木
芳
之
助

滞
日
山
川
惜
し

中
川
典
之
助

9

、
三
，
尼
崎

給
計
砕
」

t/
明

総
済
事
士
松
岡
孝
児

純
一
間
取
土
掘
江
保
蔵

絞
消
毒
土
地
川
虎
三

締
法
話
土
谷
口
吉
彦

緊
阿
倍
博
士
石
川
興

金
融
の
動
き
と
銀
行
勘
定
の
増
減
・
:
・
白
総
務
畢
博
士
小
島
昌
太
郎

新
着
外
闘
経
済
雑
誌
主
要
論
題

副



固

定

資

本

論

の

節
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日

f呆

4馬

凶
定
資
本
川
川
の
選
捧
に
つ
い
て
は
、
如
何
な
る
保
件
が
み
た
さ
る
る
を
川
ー
す
る
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
づ
、
第
一
。
闘
定
安
本

財
そ
の
d

も
の
の
年
吹
九
社
の
割
引
せ
ら
れ
た
る
納
副
部
ち
そ
れ
の
現
慌
が
d
J
治則投、

uiJJ平
一
れ
一
〈
の
投
下
費
本
に
等
し
〈
友
付
れ
ば

な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
均
衡
に
於
て
支
配
ナ
る
は
や
の
貸
用
法
則
の
一
衣
現
で
る
る
。
第
二
。
若
し
、
存
続
期
間
が
年
牧
径
と
は
調
立
に

い
は
ば
軍
制
測
に
援
更
し
得
ら
る
る
も
の
な
ら
ば
、

そ
の
限
界
的
延
長
期
聞
か
ら
得
ら
る
る
牧
釜
の
現
慎
が
存
績
期
間
延
長
の
た
め
の

限
界
費
用
と
相
等
し
き
は
十
で
お
る
。
第
二
一
。
若
し
存
績
年
教
が
一
定
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
限
界
的
這
加
投
資
と
こ
れ

に
よ
る
年
牧
径
の
限
界
増
加
分
の
現
僚
が
相
等
し
き
は
や
で
あ
る
。
此
第
二
、
第
三
の
こ
の
僚
件
は
、
限
界
原
理
の
い
は
ば
同
定
資

本
財
の
長
さ
と
幅
と
の
禰
方
に
於
け
る
作
用
を
一
不
し
、
第
一
の
傑
件
は
平
均
原
理
の
作
用
を
示
す
。
こ
れ
ら
の
=
一
の
僚
件
が
す
で
に

凶
定
資
本
財
の
資
本
数
日
一
一
旦
に
よ
っ
て
測
ら
れ
た
る
大
さ
そ
の
存
積
年
数
、
年
牧
益
の
大
さ
を
定
む
る
の
に
十
分
で
あ
ら
う
。

(

日

)

[
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午
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{
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1
0
1
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J
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a勺竺

( 

わ
」

t
J一(ぶ片
-

H

出

r
E
目
】
『

f 一、
わ、

」

、-----'

ω川
川
伺
は
そ
れ
ぞ
れ
、
前
述
の
=
一
の
僚
件
を
一
不
す
。

い
は
同
定
資
本
財
の
一
定
期
聞
に
於
け
る
用
役
債
格
、
但
し
此
揚
合
は
そ
れ
の

存
続
期
間
中
判
決
化
泣
き
も
の
と
仮
定
す
る
。
ー
は
利
子
歩
合
、

。
は
利
子
力
を
一
ぶ
す
こ
と

前
述
の
泊
り
で
あ
る
。

T
は
存
続
年
数

k
は
此
同
定
資
本
財
に
投
下
'
せ
ら
る
る
資
本
数
量
を
一
亦
す
。

利
子
歩
合
が
か
叶
利
に
よ
っ
て
計
算
せ
ら
る
る
と
い
ふ
前
か
ら
の
偲
定
に

上
る
ふ
」
か
」
、

(7) 

イ氏
1'1 

t ;1: 
(a' ) 
Ib' ) 
Ic') 
を
iす

れ
る

こ
れ
に
若
干
の
付
足
的
説
明
を
加
へ
る
む
ま
づ
、
同
定
資
本
財
生
む
の
た
め
の
資
本
校
T
に
付
、
時
間
を
安
せ
ぎ
る
も
の
と
偲
定

し
た
。
け
れ
ど
も
、

そ
れ
に
一
定
の
時
間
、
山
ち
建
設
明
聞
が
必
要
と
せ
ら
る
る
揚
ム
口
に
於
て
は
、
費
用
の
側
に
建
設
期
聞
が
織
り

込
ま
れ
る
。
此
場
合
に
於
て
は

wb程
式
が
ナ
イ
ト
の
同
定
資
本
財
に
附
す
る
方
担
保
式
の
形
を
と
る
。
進
み
て
い
ふ
友
ら
ぼ
、
そ
れ

は
濯
揮
せ
ら
れ
た
る
同
定
資
本
財
の
性
質
を
規
定
す
べ
き
こ
一
一
の
僚
件
の
う
ち
の
た
ピ
一
に
す

F
な
い
。
次
に
、
年
々
の
牧
徒
n
h
は
如

何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。

こ
れ
は
悶
定
資
本
財
が
軍
相
測
に
財
を
生
産
し
得
ざ
る
以
上
、

こ
れ
と
僻
目
的
共
他
の
生
産
要
素
を
結
ぴ
つ
け

て
得
ら
れ
た
る
生
産
物
債
格
の
中
か
ら
他
の
生
産
財
慎
絡
を
差
引
き
た
る
残
品
跡
、
卸
ち
純
生
産
力
に
外
在
ら
む
。
而
し
て
此
い
の
他

弓

日

汀
J
E
J
C
』己
h
h
p
d

凶
立
、

Jhω

拘
M
A
h
v
b
g
F
t
v
r一
λ
2

・d
J
μ
l
h

一
般
均
衡
に
於
け
る
他
の
諸
経
済
的
数
量
と
の
閥
聯
に
於
て
の
み
明
に
せ
ら
れ
う
る
は
十
で
あ
る
む

第
三
。
資
本
の
追
加
投
下
を
考
へ
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
共
内
容
税
め
て
複
雑
の
も
の
で
あ
る
。
数
多
の
生
産
財
の
何
れ
を
増
加
せ

し
む
る
か
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
決
定
せ
ら
れ
ね
ば
友
ら
ね
で
あ
ら
う
。
夜
、
更
に
進
み
て
い
へ
ば
、
投
下
資
本
に
よ
っ
て
如
何
な

る
生
産
財
が
利
用
せ
ら
る
る
か
、
分
析
は
必
や
そ
こ
ま
で
に
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
而
し
で
か
、
る
分
析
は
、
ず
ぺ
て
の
種



類
の
生
産
財
を
考
慮
に
と
り
入
る
る
と
と
ろ
の
一
般
均
衡
の
考

L

祭
に
於
て
の
み
、

は
じ
め
て
可
能
た
る
は
や
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事

的
及
び
乙
白
誌
に
論
及
せ
ざ
り
し
他
の
若
干
の
事
情
か
ら
、
回
定
資
本
財
の
選
揮
に
闘
す
る
保
件
、
従
っ
て
そ
れ
の
性
質
を
明
確
に
規

定
す
る
と
と
は
、
た
ピ
一
般
均
衡
に
於
け
る
諸
経
済
数
量
と
の
聯
闘
に
於
て
の
み
可
能
な
る
こ
と
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
友
ら
ぬ
。
第

図
。
向

ωの
綱
方
程
式
に
示
し
た
る
篠
件
に
於
て
は
、
存
績
年
数
の
増
加
と
、
年
牧
径
の
増
加
と
が
そ
れ
ぞ
れ
調
立
に
可
能
な
る
も

の
で
あ
る
と
た
し
た
。
け
れ
ど
も
、
前
に
述

e

へ
た
る
事
情
に
よ
っ
て
、

一
般
的
に
は
此
二
が
密
擦
在
る
聯
闘
を
も
つ
も
の
と
考
ふ
ぐ

き
で
あ
ら
う

Q

さ
う
す
る
と
、
同
川
の
二
の
方
程
式
の
成
立
す
る
飴
地
が
な
く
た
る
。
そ
の
代
り
に
、
同
の
方
程
式
の
柄
謹
の
微
分

印
九

J

則
定
資
本

umゅ
の
微
ハ
刀
と
投
ド
資
本
数
日
一
問
。
問
分
」
に
が
川
州
事
し
い
L

ρ

ふ
阿
fiJ山
崎
り
ー
ょ
っ
。

f-
亡
h
M
L
1
1
2
-
、

]

l

u

d

 

三

-E
三

pf

i
i
T
f
 

祉

事

3
1

の
一
定
の
礎
化
と
こ
れ
に
賂
や
る
年
牧
径
の
一
定
の
礎
化
と
が
函
数
闘
係
に
上
っ
て
結
び
つ
付
ら
れ
る
。
か
く
し
て
可

と
れ
ら
の
一
一

の
保
件
が
例
制
の
こ
の
俊
件
に
と
り
代
る
。
存
続
年
数
と
、
年
収
盆
の
大
さ
と
が
共
に
こ
れ
ら
の
僚
件
に
よ
っ
て
一
義
的
に
定
ま
り

得
る
は
や
で
あ
る
。
此
際
、
注
目
す
ぺ
き
こ
と
は
純
限
界
生
産
力
の
原
現
が
支
配
し
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。
限
界
費
用
創
ち
限
界
投

資
の
中
か
ら
、

こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
る
秋
山
叶
増
加
に
負
ふ
と
と
ろ
の
固
定
資
本
財
硯
債
増
加
を
差
引
〈
と
き
に
は
、
存
続
期
間

延
長
の
た
め
の
費
用
が
得
ら
れ
る
。
此
費
用
は
ま
さ
し
く
、
有
続
期
間
廷
長
の
純
生
産
力
、
卸
ち
悶
定
資
本
財
の
現
債
増
加
の
う
ち

か
ら
、
牧
谷
増
加
に
負
ふ
部
分
を
差
引
き
た
る
残
徐
に
等
し
い
っ
同
校
な
る
と
と
は
ま
た
、
牧
谷
増
加
に
負
ふ
と
こ
ろ
の
同
定
資
本

財
の
現
債
増
加
に
つ
い
て
も
い
は
れ
得
る
。

そ
こ
で
「
同
定
資
本
財
の
性
質
を
規
定
す
る
」
と
い
ふ
仕
事
は
、

一
般
均
衡
に
於
け
る
諸
経
済
数
量
と
そ
れ
と
の
関
係
を
考
慮
す

る
こ
と
一
泣
く
し
て
は
、
な
し
と
げ
ら
れ
ぬ
乙
と
と
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
進
み
て
、
固
定
資
本
財
の
大
さ
や
年
収
徒
、
共
存
額

固
定
資
本
論
の
一
節

第
四
十
四
巻

第

競



固
定
資
本
論
の
一
節

第
四
十
四
巻

第

銑

年
数
友
ど
が
諸
経
情
的
数
量
と
如
何
友
る
聯
絡
を
保
っ
か
を
明
に
し
友
け
れ
ば
た
ら
お
。

と
の
仕
事
が
咲
き
れ
む
限
り
、
固
定
資
本

に
闘
ず
る
ず
ぺ
て
の
考
察
は
部
分
的
一
両
的
の
も
の
に
す
空
令
、
十
分
に
其
真
相
を
明
に
し
得
・
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
は
ざ
る
を
得

ぬ
今
、
川
定
資
本
財
を
た
で
一
種
類
と
す
る
、
而
し
て
そ
れ
が
す
べ
て
の
財
の
生
産
に
川
ひ
ら
る
る
も
の
と
す
る
。
ぞ
れ
の
一
年
牧
経

を
p， 

んて
P

ル
ハ
ソ
川
パ
科
zr一

h

a
j
u
f
4
・
E

年
々
の
門
役
在
、
北
(
財
(
機
材
仕
方
祉
の
も
の
の
数
社
社

R
と
寸
る
。

ι、
k
E月
訂
へ

E
Z
〉
と
め

Y
河

j
J
，と一一
P
E
P
F
i
/
耳火一一一回
U
ポ

J
h
u
H川

陪I

を

h
と
し
、

そ
れ
の
存
績
期
間
佐
T
と
す
る
。

向
は
此
同
定
資
本
材
生
産
の
た
め
の
企
業
の
敬
、
一
ー
は
一
企
業
に
於
て
年
々
利

用
せ
ら
る
る
同
定
資
本
財
用
役
の
総
量
、

九
L
i
-
-
は
x
V
E
・E
・
-
-
の
生
産
に
利
用
せ
ら
る
る
固
定
資
本
財
の
個
数
で
あ
る
。
共
他
の

川
付
税
に
は
、
利
子
取
合
の
決
定
を
論
や
る
場
合
に
の
べ
た
る
も
の
と
同
一

の
意
味
を
興
ふ
る
の
で
あ
る
が
、
念
の
た
め
に
次
K
附
記

ず
る
。中1" X 

y 

享
柴
則
の
種
類

ー
の
主
世
に
と
っ
て
の
X

O

限
界
放
用

九

b 

生
産
財
の

XJ(1 種
YIO類

p 
py 

享
柴
財
債
格

Pli 
Pt> 

生
産
財
債
格

i
の
主
世
に
於
け
る
X
F
Y
等
の
常
初
の
所
有
量

" y， 

1
D
h
 

i
e
-二

輔
が
均
衡
に
於
て
所
宥
す

@
x
y
等

の
数
量

ilx 

bx 

x
の
生
産
に
闘
す
る
生
産
係
鞍

t、‘
tミ

x
y等
の
生
産
期
間

a x 

b x 

一
の
企
業
に
於
て
そ
の
一
生
産
期
間
に
利
用
せ
ら
る
る

a
b
等
の
数
量

X 
Y 

x
y等
の
奈
生
産
物
扱
量

"'x 
a y 

x
y
等
を
生
産
す
る
企
業
の
数

一
回
早
位
期
間
に
於
け
る
利
子
歩
合

lζ 

各
個
人
の
所
有
資
本
歎
最

K 

乱
含
の
純
資
本
最

生
串
陀
財
の
種
類
の
毅

。

企
業
を
除
〈
と
こ
ろ
の
経
済
主
樫
(
個
人
)
の
毅

m 

享
柴
財
の
種
類
り
数

R 

tx 

x
の
生
産
期
間

1 

固
定
資
本
財
存
続
期
間

r o 

総
企
業
に
於
け
Z
固
定
資



本
用
役
の
総
数
量

R。

-
鴻
企
業
に
於
け
る
周
定
資
本
財
線
数
量
一

こ
れ
か
ら
、
同
定
資
本
財
の
介
注
ず
る
場
合
に
於
け
る
一
般
均
衡
の
諸
僚
件
を
一
歩
一
歩
吟
味
し
上
う
と
忠
ふ
。

九
日
限
界
放
用
均
等
の
法
則
に
つ
い
て
。
享
柴
財
と
生
産
財
と
を
通
じ
て
限
界
殻
用
均
等
の
法
則
が
支
配
す
る
、
い
は
ぜ
均
衡
に
於

け
る
各
財
の
所
有
量
の
限
界
放
用
を
債
格
に
よ
っ
て
除
し
た
る
商
は
相
等
し
い
。
各
自
の
資
本
数
量
に
焚
化
友
し
と
い
ふ
限
定
で
あ

る
か
ら
、
此
各
自
の
資
本
数
量
に
つ
い
て
は
。
此
閥
係
乃
至
僚
件
が
表
聞
に
あ
ら
は
れ
や
、
又
制
定
資
本
財
は
企
業
の
評
僚
封
象
で

あ
る
け
れ
ど
も
.
個
人
の
そ
れ
で
は
た
い
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
批
法
則
の
作
川
が
友
い
。
方
限
式
の
教
は
、
司
(
E
+
コ
同
)

Z
N

》
;

恨
で
J
一之

間
収
支
均
術
に
つ
い
て

3

各
十
七
慌
の
交
棋
に
於
て
校
受
す
る
償
額
め
総
和
は
零
で
あ
る
c

所
得
の
弓
ち
に
所
有
資
本
の
利
子
が
含

ま
れ
る
。
方
程
式
の
数
が
人
数
。
だ
け
。

mw費
用
法
則
に
つ
い
て
。
生
産
物
債
格
と
費
用
と
は
相
等
し
き
こ
と
が
一
不
さ
れ
る
。
此
場
合
、
費
用
の
中
に
悶
定
資
本
財
用
役
の

債
格
和
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
個
教
を

τ
、
従
っ
て
X

の
生
還
に
つ
い
て
は
H
-
と
す
る
。
他
は
こ
れ
に
従
ふ
。
輩
位
期
間
の
用
役
債
格

中
で
あ
る
。
た
と
へ
ば
h
が
半
年
-
な
ら
ば
、
此
用
役

が
い
で
る
れ
ば
、
そ
れ
に
闘
す
る
費
用
一
個
に
つ
き
、

X

に
つ
い
て
い
ふ
と
、

債
格
を
年
二
百
国
と
す
る
と
、
共

1
7印
ち
百
闘
が

x
の
一
生
産
期
聞
に
於
け
る
同
定
資
本
財
用
役
債
格
で
あ
る
。
勿
論
そ
の
中
に

は
、
同
定
資
本
財
に
要
し
た
る
元
本
の
利
子
と
鏑
却
部
分
と
が
含
ま
れ
る
。
突
に
生
海
物
の
中
に
悶
定
資
本
財
R
が
含
ま
れ
る
。

r

か
ら
、
方
程
式
の
教
は
自
+
コ
+
同
で
あ
る
。
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P
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l
叫

l
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+

=

初

)
+
g
・Hr
・
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川

市

民

D
生
産
函
教
に
つ
い
て
。

一
の
企
業
に
於
て
生
産
せ
ら
る
る
生
産
物
教
室
、
た
と
へ
ば
x
は
各
生
産
財
の
数
量
及
び
生
産
期
間
の

函
数
で
あ
る
。
生
荷
財
の
中
に
は
限
定
資
本
財
の
用
役
K
が
合
ま
れ
る
。

乙
の
こ
と
が
す
ぺ
て
の
消
費
財
に
つ
い
て
あ
て
は
ま
る
の

み
な
ら
や
、
同
定
資
本
財
に
つ
い
て
も
る
で
は
ま
る
。

ほ
限
界
生
産
力
の
原
理
に
つ
い
て
。
各
の
生
産
物
に
於
け
る
各
の
生
産
財
及
び
生
産
期
聞
に
つ
い
て
、
限
界
生
産
力
の
原
理
が
あ

て
は
ま
る
。
姑
く
遇
設
に
よ
っ
て
、
軍
純
友
る
限
界
生
産
力
と
生
産
財
債
絡
と
の
聞
に
此
原
理
が
支
配
す
る
も
の
と
す
る
。
生
産
期

間
が
介
入
す
る
以
上
、
割
引
せ
ら
れ
た
る
限
界
生
産
力
に
つ
い
て
此
原
理
の
作
用
を
認
む
べ
き
と
と
・
別
に
説
明
し
た
る
が
如
〈
で

あ
る
ロ

さ
う
す
る
と
、
例
へ
ば

x
の
生
産
に
つ
い
て
見
ょ
う
。
限
界
生
産
力
と
生
産
財
債
格
と
の
関
係
を
示
す
方
程
式
が
生
産
財
日

h
c
:
;
:
に
つ
い
て
一
個
づ
L
。
同
様
友
る
性
質
の
方
程
式
が
生
産
期
間
と
利
子
歩
合
と
の
閥
係
に
つ
き
、
固
定
資
本
財
用
役
と
其

加
肌
絡
と
の
閥
係
に
つ
き
、
各
一
個
。
た
ほ
周
定
資
本
財
R
の
生
産
に
つ
い
て
も
、
を
く
同
様
な
る
形
式
の
各
方
程
式
が
成
立
す
る
。



を
の
教
は
↓
生
産
物
に
つ
い
て

a
h
等
n
個

k
及
び
む
の
二
個
、
生
産
物
の
種
類

E
+
]
を
通
じ
て
み
れ
ば
(
ヨ
+

H

)

(=+凶)

だ
け
で
あ
る
。

間
平
均
的
生
産
係
数
に
つ
い
て
。

一
企
業
に
於
て
利
用
せ
ら
る
る
各
生
産
財
を
生
産
物
教
室
を
以
て
除
し
た
る
商
が
そ
れ
ぞ
れ
の

生
産
係
数
を
な
す
。

こ
れ
は

a
h
等
の
各
生
産
財
に
つ
い
て
各
一
個
固
定
資
本
財
用
役
に
つ
い
て
一
個
。

と
の
ヨ
十
日
だ
け
の
方
程
式

が
各
生
産
物
(
そ
の
数
は
き
十
ピ

に
つ
い
て
成
立
す
る
。
方
程
式
数
は

(
コ
十
同
)

(
ヨ
十
回
)
と
な
る
。
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但
企
業
の
数
に
つ
い
て
。
各
の
財
の
生
産
に
闘
す
る
企
業
の
教
は
、
位
向
し
共
生
産
に
裂
す
る
明
聞
が
一
回
単
位
で
あ
る
と
雪
に
位
、

閥
定
資
本
論
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一
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費
本
論
の
一
節

第
四
十
四
巻

占
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披

占
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生
産
物
数
量
を
一
企
業
の
生
産
物
線
量
に
よ
っ
て
除
し
た
る
商
に
け
の
も
の
で
あ
る
。
と
と
ろ
が
生
産
期
聞
が
軍
位
期
間
と
と
と
な

る
と
き
に
は
、
前
漣
の
E

尚
に
生
産
期
間
を
乗
じ
た
る
大
さ
が
、
求
む
る
と
こ
ろ
の
企
業
わ
教
を
あ
ら
は
す
。
こ
の
こ
と
を
示
す
方
程

式
が
消
費
財
の
敷

m
と
生
産
物
と
し

τ
の
固
定
資
本
財
の
種
類
の
数
1
と
を
合
し
た
る
大
さ
で
け
印
ヨ
十
H

だ
け
あ
る
。
友
ほ
突
の

こ
と
を
附
記
し
よ
う
。

R
を
以
て
、
此
期
聞
に
生
産
せ
ら
る
る
同
定
資
本
財
の
線
量
を
一
示
す
と
と
に
す
る
。

町
供
給
せ
ら
れ
た
る
生
産
財
は
す
べ
て
、
此
期
間
中
に
生
時
の
た
め
に
消
耗
せ
ら
る
る
と
い
ふ
前
提
に
つ
い
て
。
名
企
業
に
於
て

k
E
コ
と

5
F」
立
毛

7
3
3
r
p

ご
E
コ
主
主
オ
〉
↑
題
担
士
'
t
l
コ
t
L
f
h
J
止、

5
8司
立

与

J
1

。

y
c
p一
U
プ
b
t
-
U主
点
叱

u
r
;
a一A
U
ノ
一
一

P
F
F
U
A
m
-
-
」

d
u
-
m
J
f日
d
よ
ホ
ゑ
剛
引
z
t
m一主

一
企
業
に
於
け
め
消
耗
生
産
財
い

生
産
函
数
に
あ
ら
は
れ
た
る
一
定
数
量
と
生
産
同
数
(
生
産
期
間
の
逆
数
)
と
の
積
に
等
し
い
。
方
程
式
の
教
は
ロ
十
回
C

間
各
生
産
財
の
供
給
総
量
に
つ
い
て
。
各
の
生
産
財
の
供
給
綿
量
は
、
各
主
惜
に
よ
っ
て
授
受
せ
ら
れ
た
る
生
産
財
数
量
の
絶
封

値
の
二
分
の
一
に
等
し
い
。
国
定
資
本
財
用
役
の
供
給
線
量
は
共
生
産
物
綿
量
に
存
続
年
数
を
乗
じ
た
る
も
の
に
等
し
い
。

乙
の
乙

と
は
、
間
定
資
本
財
の
う
ち
更
新
期
に
到
達
し
た
る
も
の
の
み
が
と
り
か
へ
ら
る
る
と
と
、
従
っ
て
共
年
生
産
額
は
設
備
せ
ら
れ
て

ゐ
る
固
定
資
本
財
教
室
の
存
積
年
数
分
の
一
で
あ
る
と
と
を
意
味
す
る
。
方
程
式
の
数
は

=+r
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~ 

十

" 同

" 
+ 

コ
十
]

小
川
消
費
財
の
需
要
企
供
給
と
の
均
衡
に
つ
い
て
。
各
消
費
財
の
企
業
に
於
け
る
生
産
線
額
は
、
各
主
開
が
需
要
に
よ
っ
て
所
有
を

増
し
た
る
も
の
の
線
舗
に
等
し
い
。
方
程
式
の
故

m
。

間
資
本
の
傾
繍
L
」
生
慌
財
と
の
闘
係
に
つ
い
て
。
外
企
業
に
於
け
る
資
本
舗
は
流
動
的
な
る
資
本
財
の
償
額
と
附
定
資
本
財
の
関

制
と
の
線
慨
に
等
し
い
。
枇
A

官
全
一
慌
を
通
じ
て
み
る
と
き
、
甜
者
の
鳩
和
は
消
耗
せ
ら
る
る
生
時
↓
財
の
総
領
額
で
あ
る
が
、
後
者
の

ha口
上
・

4
・
zr、
EL
オ
〉
ド
E
E
P
R
F
K
J仁
司
・
下
町
{
r
f
z院
こ
と
ら
'
D
7
〕

Z
f
R
)

一、7
ヲ

相
干
ト
ι
日
ト
ド
バ
刈

f
E
γ
E
A
V
主
，
r二

i
h
A有
ト
j
f
i
A
i
広
小

5
1
1
J
司
1
t
J
d
t
6
Q
向い
d

F

b

J

J

b

L 

民
J 

t く

:ま
じじ

，b 
aる。

吋
"
刀
D

う
持
HHf
自

ー

l

J

6
イ

j

は
す
べ
て
の
回
定
資
本
が
同
時
に
設
備
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
見
る
と
き
の
同
定
資
本
線
額
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
T
年
に
亙
り
順
次
に

新
設
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
見
る
と
き
、
そ
れ
の
二
分
の
一
が
枇
合
的
の
同
定
資
本
額
と
な
る
。
方
程
式
の
敬
1
。

山
資
本
総
額
と
各
個
人
資
本
と
の
開
係
に
つ
い
て
。
静
態
が
前
提
ル
」
せ
ら
る
る
限
り
、
各
個
人
の
忌
初
に
於
け
る
所
有
額
の
綿
和

が
此
期
聞
に
作
用
す
る
資
本
の
繍
額
に
等
し
い
。
方
程
式
の
数
1
。

(
一
『
)

M
H
M
M
2
1
1
N
測
さ

w〆
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宮
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国
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同

日

M
F
e

間
同
定
資
本
財
の
存
積
年
数
及
び
債
格
に
つ
い
て
。
同
固
定
資
本
財
憤
絡
は
其
年
々
の
附
役
の
現
債
の
線
計
に
外
な
ら
や
、
向
存

園
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安
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i¥. 

積
年
教
は
共
限
界
期
間
の
生
産
力
が
そ
れ
に
必
要
攻
る
限
界
費
用
に
等
し
き
こ
と
を
要
す
る
。

こ
れ
ら
の
僚
件
を
示
す
左
こ
ろ
の
方

程
式
二
個
。

( 

白
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M
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M
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fa
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於
け
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の
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判
定
資
本
則
の
生
時
資
γ
一
あ
る

づ
て
れ
ば
一

r方
判
明
式
の
田
市
後
の
払

〉
〉
-
巳
え
よ

'
L
、
-
》
〉
手
〉
》
通
》
、

fF7''ι
凡珪+ゐ在-刀

J

，Z
L
f
t
J
t
y
q
仇

μFJ

新
1
い
未
知
数
が
引
き
入
れ
ら
れ
た
る
訟
で

ωた
し
。

伝
ほ
(1¥1) 
(a'， 

間
似
の
一
二
方
程
式
に
つ

い
て
は
、
若
干
の
説
明
を
加
ふ
ぺ
き
で
る
る
が
、

そ
れ
を
後
に
ま
わ
す
こ
と
と
し
上
う
。

さ
て
方
程
式
の
抽
出
数
を
算
へ
ょ
う
。
共
合
計
は
次
の
如
く

zd十
吉
十
回

E
E
+叶
E
+
き
+
ロ

と
な
る
ロ

と
の
う
ち
、
後
に
趨

ぶ
る
事
情
に
よ
っ
て
一
個
丈
け
が
差
引
か
れ
る
。

。(rn+n-l)

B 

m+l 

m+l 

(m+l)(n+l) 

(m+l)(n+l) 

m+l 

n+l 

n+J 

rn 
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2 
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B
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・
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ヨ
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十

E
ム

]
E
T
H
+
E
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M
E
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l
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4
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E
十

Z
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E
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+
凶

(A) 

(B) 

(c) 

(D) 

(E) 

(F) 

(G) 

(H) 

(1) 

(J) 

(K) 

(L) 

(M) 

h
E
E
十

-
E
J十

1
K
E
E
寸

吋

E
+
ι
ロ
+
ロ

こ
れ
に
釦
し
て
米
知
数
の
数
を
算
へ
る
。
ま
づ
刷
群
と
仰
群
と
に
分
つ
。
同
群
は
同
定
資
本
財
の
導
入
と
闘
係
た
き
も
の
で
あ
り

ω群
は
間
定
資
本
財
に
関
係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
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M
W
群
仰
群
の
未
知
数
を
合
汁
す
る
と
、

1 

1 
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1 

F
V
E
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+
。
ロ

+
H
d
d
+
=
l
}
+
E
コ
十

E
+
日
ロ

A， B， 

X， Y， 

K 

十

戸

+
E
+
ロ

+
E
十

戸

1

0

5

+

-

コ

十

回

ヨ

ロ

l
十

ロ

E
十

日

ロ

+

M
D申
占

】

-

↑

岨

l

「
4

ト

一

l

l

i

ー

lミ。
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1 

1 

-
L 

」

5/ミ

ZR 

，(、

十日

同

ロ

十

回

ロ

+

ー

T 

司
自
己
十
日
コ
+
凶
E
Z
+叶
E
+
台
百
十
回
]
{
と
た
る
。

未
知
数
の
教
と
方
程
式
の
数
と
は
相
等
し
く

未
知
数
は
一
義
的
に
決
定
せ
ら
れ
る
。
方
程
式
総
数
に
於
け
る
一

の
除
去
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
と
た
け
を
述
ぺ
ょ
う
。
間
仰
の
中

の
て
例
へ
ば
聞
に
於
け
る
一
方
程
式
は
、
問
問
の
中
の
他
の
寸
ぺ
て
、

及
び
山
間
山
町
の
諸
方
程
式
を
結
び
つ
け
る
と
と
に
よ
っ

で
、
導
き
出
さ
る
る
は
や
で
あ
る

q

た
ピ
、
同
定
資
本
財
を
与
の
中
に
と
り
入
れ
注
か
っ
た
場
合
に
比
し
て
操
作
が
著
し
く
複
維
と

在
る
を
売
れ
ぬ
。

関
定
資
本
論
の
一
節

第
四
十
四
巻
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四
十
四
巻

frb 

就

O 

。

ふ
り
か
へ
っ
て
聞
に
於
け
る
一
一
の
方
程
式
に
つ
い
て
考
へ
ょ
う
。

間

ωは
さ
き
に
示
し
た
る
付
方
程
式
で
あ
る
“
た
ピ
仰
に
あ
っ
て
は
、

そ
れ
だ
け
が
切
り
は
友
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
貨
は
一
般
均
衡

に
於
け
る
他
の
諸
数
量
の
聯
闘
を
一
不
す
と
こ
ろ
の
諸
方
程
式
の
一
壌
と
し
て
十
分
の
意
義
を
有
す
べ
き
も
の
で
る
る
。
而
し
て
、

イ
ト
に
於
け
る
同
定
資
本
方
禄
式
は
た
ピ
こ
れ
だ
け
を
取
出
し
た
る
も
の
に
過
ぎ
ね
。

ナ
イ
ト
に
於
け
る
諸
方
程
式
の
右
避
に
は
閤

定
資
本
財
の
生
内
貨
が
山
広
か
れ
て
ゐ
る
代
り
に
、

日
こ
軍
主
ヨ
t

h
コ
〉
主
巳
1
t
t

E
t
q
S万
五
昨
日
『
司
Z
E
/

こ
h
A

亡
土
吋
主
与
~
ト
ト
H

日
り
円
、
存
日
h
刊
4

H
工
亡
雪

5
に

1
1
t
L
I
-
-
r
J
4
1
一〆

i
t
F
L
J
1
4
4
1

・Iy
t
A
A

i土

を
一
志
す
も
の
で
は
な
い
c

費
用
法
則
は
別
の
万
程
式
に
於
て
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
。
た

r
費
用
と
し
て
の
生
産
財
投
下
の
仕
方
に
つ

い
て
の
仮
定
に
若
干
の
差
異
あ
る
の
み
で
あ
る
。
た
ピ
ナ
イ
ト
の
こ
れ
を
中
心
と
し
て
加
へ
た
る
説
明
に
つ
い
て
は
首
肯
し
が
た
い

も
の
が
る
る
。

ナ
イ
ト
は
、
投
資
者
の
行
動
が
l

、
即
ち
利
子
歩
合
を
極
大
に
す
る
や
う
に
す
る
と
い
ふ
。

こ
れ
は
明
白
在
る
誤
謬

で
あ
ら
う
J

投
資
者
は
た
U
興
へ
ら
れ
た
る
利
子
歩
合
に
遁
舷
し
て
行
動
す
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
求
む
る
と
と
ろ
は
諸

方
様
式
(
左
躍
に
資
本
還
元
せ
ら
れ
た
る
年
々
の
牧
盆
の
和
、
右
遊
に
生
産
費
を
置
き
た
る
揚
合
の
)
に
於
け
る
左
右
雨
項
の
差
を
日
曜

大
に
し
よ
う
と
す
る
と
と
で
あ
っ
て
、
利
子
歩
合
を
動
か
さ
う
と
す
る
こ
と
で
は
た
い
。
な
ほ
此
同
方
程
式
に
於
て
将
来
の
牧
径
の

制
引
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
利
子
歩
合
は
、
共
均
衡
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
期
間
の
も
の
で
は
た
く
し
て
、
附
附
来
に
於
け
る
利
子
歩
合
で
あ

る。

こ
』
に
は
そ
れ
が
い
つ
ま
で
も
、
今
の
期
間
の
ま

L
K
存
積
す
る
も
の
と
仮
定
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
の
鍵
更
が
見
込
ま
る
る
場
合

-
」
斗
i
臥

、

』

l

そ
れ
に
臨
じ
て
将
来
牧
径
の
割
引
歩
合
、
従
っ
て
資
本
債
値
の
大
さ
が
改
め
ら
る
べ
き
で
る
る
。

間
同
方
程
式
に
つ
い
て
。
向
方
程
式
は
司
式
の
右
漣
hm
の
代
り
に
共
生
産
費
を
置
い
て
、
共
雨
透
の
微
分
商
を
求
め
、

こ
れ
を
相 ナ

タイトの同定資本方程式については拙稿「十イトの利子町諭J(本誌四十二谷間
続 p.] 3) を参照



等
し
と
置
く
と
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
同
定
資
本
財
の
現
僚
の
存
績
期
間
延
長
に
よ
る
限
界
増
分
が
共
延

長
の
矯
の
費
財
の
精
分
に
等
し
き
と
と
を
一
不
ず
。
た
ピ
、
前
掲
の
諸
方
複
式
に
於
て
一
定
期
間
の
軍
利
ー
を
取
扱
ひ
た
る
が
銭
に
た

法
の
微
分
に
於
て
は

-tも
と
置
〈
だ
け
の
概
算
を
試
み
た
る
結
果
と
し
て
得
ら
れ
て
ゐ
る
。

利
子
力
を
用
ひ
て
記
す
と
き
に
は
同
山
内
が
そ
れ
ぞ
れ
次
D
如
き
形
式
を
と
る
。

てコ
円

H
e
l
m
-
e
J
Hソ

。

日
句
=

「云
2

3

D

U

凶
4

T
-
1
f
 

「出
}

J

)

よ ':i[)
つ(iJ)
亡 t
f早 i~}: 
らる
るた
る dへ
式 t
は Ij 

次川。心
責日 ;{r" 

iil. 
で Pfì~ 
あ ω
る{i;
。 IJ

Et 

，コ

川

門

戸
U

吋
j
u
z
p
ぶ
吃

fz-有
給
販
附

I
E
以
て
微
分
十
品
。
，
て
れ
に

日

唱
『
ぃ
寸

]
{
 

(H+日

)

叶

。"<ll 
吋1'"

戸

H

百
と
置
〈
と
き
に
、
此
式
は
例
主
な
る
。

M
山
刊
の
僚
件
は
S
の
代
り
に
、
生
産
費
を
構
成
す
る
諸
内
容
、
卸
諸
生
産
財
を
と
り
入
る
る
と
き
に
は
、

一
居
複
雑
な
る
も
の
と

虫
日
き
改
め
ら
る
る
こ
と
を
要
す
る
。

こ
L

に
は
建
設
期
間
ほ
に
於
け
る
資
本
投
下
の
時
間
的
形
態
を
、
営
初
に
共
全
量
が
投
下
せ
ら

る
る
と
い
ふ
最
も
軍
純
な
る
も
の
で
あ
る
と
限
定
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
種
々
な
る
形
態
を
興
ふ
る
と
き
は
、

そ
れ
に
鷹
巴
て
書

き
改
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

仰
と
間
同
と
か
ら
、
次
の
如
き
費
用
方
程
式

(
M
山
)
を
得
る
。

こ
れ
の
雨
溢
の
徴
分
に
よ
っ
て
仰
向
の
方
程
式
を
得
る
。

岡
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てコ

事♀

出

十

旬
Z
F
-
w

一←

)
(
H
4
5
w
)
 
+
円
ロ
・
苫
・

2
w

(冨
n
J
)

ヲ
(
】
+
』
)
叫
，

H

-
r
p
h
n
+

日

Y
M
r
m
+

即

時

沼

田

p

z

ω

r

g

)

】

J
4
l土
E
Z
)
(
p
d斗
+
官

J
A
J

d

即

仲

間

国

『

囲

内

」
斗
ヲ
・

z
d寸
+
5
・
?
4
4
1

(冨

r"」

川
政
に
浅
さ
れ
た
る
問
題
は
前
述
の
的
方
程
式
、
剖
ち
同
定
資
本
財
の
年
牧
径
の
限
界
増
加
分
に
閲
す
る
問
題
で
あ
る
。
私
の
一
見
る

川
に
よ
れ
ば
、
前
に
述
ぺ
た
る
方
程
式
組
織
に
あ
っ
て
は
、
同
定
資
本
財
凶
役
ー
が
一
定
の
も
の
と
抽
出
め
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

ν、
E人

7..'ミ

オl

~.r 

州
何
な
る
性
能
br一U
ー
す
る
阿
山
一
ι
資
ド
バ
射
で
め
る
か
が
設
定
せ
ら
れ
て
る
。

そ
れ
ゆ
川
市
…
に

斑
に
性
能
乃
五
能
一
担
の
十
日
向
い

同
定
資
本
財
を
選
惇
す
る
と
と
の
白
白
が
な
い
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
、

ウ
イ
ク
セ
ル
が
同
定
資
本
財
の
考
察
に
於
て

ニ
え
の
資
本
財
斧
か
ら
出
裂
し
た
る
の
は
、
ま
さ
に
か
、
る
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
現
賓
の
企
業
は
此
一
定
の
性

能
、
印
ち
年
々
一
定
の
仕
事
を
替
み
う
る
問
定
資
本
財
に
つ
い

τ
、
共
存
続
年
数
を
加
減
す
る
に
止
ま
る
の
で
は
な
く
、

ト
ん
、
，
ぃ

ι
b
b
L
-

イ
正
ノ
府
主
目
宅

の
も
の
の
上
に
も
濯
揮
を
行
ふ
。

い
は
ピ
同
定
資
本
財
の
去
さ
(
年
数
)
に
於
け
る
と
同
じ
く
、
北
、
幅
「
性
能
)
に
つ
い
て
も
、
最
有
利

た
る
も
の
を
選
揮
し
よ
う
と
す
る
。

さ
き
に

r
を
以
℃
悶
定
資
本
財
の
年
川
役
と
し
た
。

い
ま
こ
れ
の
性
能
を
失
の
如
く
に
規
定
し
よ
う
。
今
、
同
一

の
時
間
内
に
あ

る
種
の
加
工
を
な
し
う
る
作
用
の
輩
位
を
「
と
し
よ
う
。
而
し
て
、

r
は
此
vr
の
用
役
軍
位
を

qs仁
旬
営
み
ろ
る
別
役
で
あ
る
と
す

る
。
さ
う
す
る
と
】
H
A
Z
の
闘
係
が
存
立
す
る
わ
け
で
あ
る
。
企
業
が
合
型
的
に
行
動
す
る
限
り
、
此
限
界
軍
位
の
f
に
封
す
る
限

界
費
削
は
、
す
ぺ
て
の
輩
位
の
・
1

営
り
の
平
均
費
削
に
等
し
か
る
ぺ
き
は
宇
で
あ
る
。

低
廉
な
る
は
や
で
あ
る
。
そ
と
で
失
の
問
の
方
程
式
が
成
り
た
つ
。

か
く
し
て
Mr
の
一
軍
位
営
り
の
費
削
は
最
も



(Z) 
。
『

十一

2
2
5
d
J

)+(22w+-vpvZH，十

叫

再

『

削

叫

【

司

制

)
i
l
h
r
i
7
・

g)i
ド
ド
+

Z

出

ニ

叫

(

-

+ 
円ヨ

判

J

礼
町

(
y
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c
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(
ア
士
Z
)
十
四
月
・
?
・
『

こ
れ
に
よ
っ
て

r
の
性
能
を
規
定
す
る
と
こ
ろ
の

q
と
い
ふ
大
さ
が
定
め
ら
れ
る

3

勿
九
州
‘
同
定
資
本
財
の
性
能
の
差
異
と
い
ふ

こ
と
は
、
躍
に
F
の
多
く
叉
は
ゅ
く
を
提
供
す
る
こ
と
以
外
に
、
例
へ
ば

UL--・
:
:
等
の
更
に
新
た
る
種
類
の
川
役
を
提
供
す
る
に

ト
仕
す
る
こ
と
も
め
る
品
】
あ
ら
一
つ
。

け
れ
ど
も
そ
れ
ら
の
場
合
に
あ
っ
一
ー
も

-
L
3
〉
防
白
川
川
h
j
k

〉
ヒ
司
λ
ー
に
割
問

fr
，hd

f
、J
F
V
-
d
i
L
1
U
み
ホ
ノ

L
t
E
t

巴
〉

-34征
占
乱
、

'
A
U
Y‘H
旦
J
Z
Hノ

へ
ら
る
る
と
き
、
各
同
役
の
純
生
司
力
を
中
心
と
し
て
同
保
な
る
考
察
を
進
め
て
ゆ
け
ば
、
開
通
の
解
決
の
上
に
新
な
る
困
難
を
生

や
る
こ
と
は
な
い
は
や
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
附
定
資
本
財
の
年
川
役
I

、
ふ
仔
績
年
数
T
が
と
も
に
規
定
せ
ら
れ
る
。
若
し
此
二
の

聞
に
古
川
接
在
る
函
数
的
関
係
の
存
す
る
場
合
に
於
て
は
、
限
界
生
産
力
を
中
心
と
し
て
展
開
し
た
る
中
心
祝
式
組
織
に
限
界
純
生
産
力

を
中
心
と
し
た
る
そ
れ
ら
を
取
代
ふ
る
と
き
に
は
、
問
題
が
前
と
同
様
に
す
ぺ
て
解
決
せ
ら
る
る
は
や
で
あ
る
。
私
の
立
場
か
ら
は

考
察
を
そ
と
ま
で
に
進
む
べ
き
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
煩
雑
・
な
る
数
式
を
つ
み
粛
ね
る
ば
か
り
で
、
新
な
る
説
明
原
理
を
加
ふ
る
所
以

で
左
い
か
ら
、
之
を
省
略
す
る
。
(
一
九
二
-
六
、

一、
一割)。

安
井
琢
磨
氏
の
論
文
「
時
間
要
素
と
!
資
本
利
子
」
(
経
済
革
論
集
第
六
巻
九
旗
、
十
競
)
は
、
我
闘
に
於
け
る
固
定
釜
本
に
闘
ナ
る
唯
一
の
、
而
し
て

注
目
す
べ
き
文
献
で
あ
る
。
外
闘
に
於
け
る
そ
れ
と
し
て
は
前
掲
オ
オ
カ
ア
マ
シ
、
ウ
イ
ク
セ
ル
及
び

'
P
Z
Z
L
Z
F
O
T
m
p
E
Z
F
E
E
D
O
外
一
、

二
を
あ
げ
得
る
に
す
ぎ
ぬ
で
あ
ら
う
。

同
開
定
資
本
論
白
一
節

第
四
十
四
巻

第

量是


